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岡田敏夫

　ヒ マ ワ リの 種子 に よ る ア ナ フ ィ ラ キ シー
と思 わ れ る 14歳男児 の 1症例 を経験 し た．食用 に 加 工 さ れ た

ヒ マ ワ リの 種 子 を食べ た 直後 に 哽声，呼吸困難，嘔 吐，結膜充血 が 出現 し，15分後 に全身 に 蕁麻疹を認

め た．血 圧 低下 も認め られ た が，治療に よ り回復 した ，自家製 の ヒ マ ワ リの 種 子抗原 に よ る RAST ス コ

ア は 3 ，プ リ ッ クテ ス ト陽性，皮内閾値 は 10−s （重量／容量比）を示 した ．ま た ，ヒ マ ワ リ の 種子 の 感作

抗原分画 の 検討 を SDS ・PAGE ，
　Western　blotting法 を用 い て 行 っ た と こ ろ，13．5Kd で あ る と 考え ら れ

た ．
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は じめ に

　 ア メ リカ に お い て ヒ マ ワ リの 種子が よ く食べ られ て

お り，こ れ ま で それ に よ る ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

の 報告 が

散 見 され るn2〕．最近，我が国で も ヒ マ ワ リの 種子 を食

用 に 加 工 した もの が販売 され て い る．こ れを食 べ て ア

ナ フ 1 ラ キ シ
ー

を起 こ した と考え られ る， 1男児例を

経験し た。 こ の 症例 は我 々 の 検索 し た範囲 で は 本邦初

の 症例 で あ る．また ， IgE一イ ム ノ ブ P
ッ ト法 に ょ り ヒ マ

ワ リ の 種子抗原 に お げ る 感作分画 の 検討も行 っ た の で

報告す る ．

症　例

14歳の 男児．

主訴 ：嗄声，呼吸困難，嘔 吐，結膜充血 ．

家族歴 ：姉が ス ギ 花粉症．

既往歴 ：幼児期に 蕁麻疹があ る が，気管支喘息，ア
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Abbreviations ：　PRU 　Phadebas 　 RAST 　 Unit ；

RAST 　radioallergosorbent 　 test； RIST　radioim ・

munosorbent 　 test； SDS ・PAGE 　sodium 　 dodecyl
sulfate 　 polyacrylamide 　gel　 electrophoresis ；　TBS

Tris　buffered　 saline

レ ル ギ ー
性鼻炎，ア ト ピ ー

性皮膚炎等 の 既往 は な い ．

　現病歴 ：平成 3 年10月 1 日14時15分頃病院 の 売店 で

購入 し た，食用 に 加工 され た ヒ マ ワ リの 種 子 を 10粒ほ

ど食べ た 直後に 嗄声，呼吸困難，嘔 吐 ，眼球結膜充 血

が出現し，14時30分 に 八 尾総合病院小児科 を受診 し た．

な お
， 患児 は 幼児期に ヒ マ ワ リの 種子 を…

度食べ た こ

とがある が，そ の 時は 無症状で あ っ た ．

　入 院時現症 ：体 格栄養中等度．血 圧 90／38mmHg 。脈

拍120／分．顔面 は 紅潮 し苦悶様 で あ っ た が
， 意識障害

は なか っ た 。呼吸 は 努力性 で 吸 気 性 の 呼 吸 困 難 を 認め

た が
， 聴診上 ラ音を 聴取せず，全身の 蕁麻疹 お よ び 眼

球結膜充血，咽頭発赤が み られた ．腹部 ， そ の 他 に は

特 に 異常所見は み られ な か っ た．

　
一

般検査 （Table　l）：末梢 血 液検査，血液像，生化

学的検査 ， 検尿等 に 異常を 認 め な か っ た．

　経過 ：抗 ヒ ス タ ミ ソ 剤，cort 三sone の 静脈注射 に てす

み や か に 呼吸 困 難 は 改善 し ， 血 圧 も120／60mmHg と回

復し，同 日の 17時頃 に は蕁麻疹 も消退 した ．翌朝 に は

眼球結膜 の 充血 も認め ず ， 全 身状態良好で 退院と な っ

た．

　 ア レ ル ギ ー
学的検査 ：

　（1） IgE （RIST ） 3001U／m1 ．　 IgE （RAST ），
　 Z）er −

matOPhagoides 　Pteronyssinzasで 陽 性 （RAST ス コ ア

3，10．IPRU ／ml ） の 他 は 以下 の 項 目は す べ て 陰性 で

あ っ た ．牛乳 ， 卵白，
ピ ーナ ッ ツ ，大豆，小麦，ラ イ

麦，オ ート麦， トウ モ ロ コ シ ， ＝ ン ドウ，米，ゴ マ ，
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Table 　l　Laboratory 　findings　oll　admission

ソ バ
， イ ン ゲ ソ

，
カ モ ガ ヤ ．

　（2）皮 膚プ リ ッ ク テ ス トは 39種 に つ い て 行わ れ ，

HD 　 4 × 3 ／5 × 5mm （膨疹／発赤），ダ ニ 8 × 7 ／27x

30rnm，カ モ ガ ヤ 6 × 5／27x20mm ， ソ バ 粉 4 × 3 ／

9 × 9mm に の み 陽性反応 を認め た が，ス ギ，ア カ マ ツ ，

ク ロ マ ツ ， ヒ メ ガ マ ，ブ タ ク サ ，カ ナ ム グ ラ ，
ア ル テ

ル ナ リア ，ペ ニ シ リ ウ ム ，ク ラ ドス ポ リ ウ ム ，ア ス ペ

ル ギ ル ス ，カ ン ジ ダ，ネ コ 毛，イ ヌ 毛，羽毛，羊毛，

ソ バ ガ ラ，パ ン ヤ
， キ ヌ ，綿 ，

タ タ ミ
， 米 ， 小麦 ， 牛

乳 ， 卵黄，卵白，牛 肉，豚 肉，鶏肉，サ ケ，サ バ ，エ

ビ，カ ； ，大豆， ラ ッ カ セ イ ，
チ ョ コ レ

ー
トで は

， 対

照液 1 × 1／2 × 2mm （膨疹 ／発赤）と 同様で あ り，陰

性 と判定した．

　（3） ヒ マ ワ リの 種子抗原に対す る反応を み る た め ，

ヒ マ ワ リの 種子を用 い て 抗原を作成 し，皮膚 プ リ ヅ ク

テ ス ト，皮内テ ス ト，RAST を行 っ た．また 感作抗原

分 画 を 明 ら か に す る た め に SDS ・PAGE
，
　 Western

blotting法を 用い て 検討した ，

方　法

1．抗原作成方法

　 ヒ マ ワ リの 種子 を乳鉢と 乳棒 で 摩砕 し ，
エ
ー

テ ル で

3回脱脂処理後，Coca 液（NaC15g ，　 NaHCO3 　2．　75

g， phenol 　4　g ，
　H

，
01000m1 ） で 72時間抽 出 した ，濾

過 した 後 ， 蒸留水 で 4 ℃ ， 24時間透析 し凍結乾燥 し た。

重 量／容 量 比 で 20倍 抗 原 液 の 蛋 白 量 は 3．5mg ／m1

（Lowry 法 に て 測定） で あ っ た．

2．皮膚プ リ ッ ク テ ス ト

　 ヒ マ ワ リ の 種 子 抗原 末 を 50％ グ リセ リ ン 加 生 理 食 塩

水 で 溶解し，10倍液，20倍液を作成 し使用 し た．20分

後 に 膨疹 の 直径 が 4mm 以上 で 対照 （O．9％NaCl ，　O．5％

phenol）よ り2mm 以上大 ぎい もの を陽性 と判定 した．

3．皮内 テ ス ト

　 ヒ マ ワ リの 種子抗原 末 を 皮内 テ ス ト対照液 （0．9％

NaCl，0．5％phenol ） で 溶解 し，重量／容量比 10−6
か ら

10一工゜

液を 作成 し使用 し た．

4．RAST

　 シ ア ン 化プ ロ ム で 活性化 した ペ ーパ ーデ ィ ス ク （東

洋濾紙 No．6， 直径6mm ）と蛋白濃度1mg ／ml に 調整

し た ヒ マ ワ リ の 種子抗原 を1m1 に 20枚 混合し， 4 ℃ で

48時 間 反 応 さ せ た．さ ら に 0．05M 　 beta−monoeth −

anolamine で ブ ロ ッ ク し，　 acetate 　 bufferと RAST

bufferで 洗 浄 し ，
ヒ マ ワ リの 種子 抗原 カ ッ プ リ ン グ

ペ ーパ ーデ ィ ス ク を作成 した ．特異 IgE 抗体 は フ ァ デ

ザ イ ム RAST キ ッ ト （Pharmacia ，　Sweden ）を 用 い て

測定 した ．ま た 3名 の ア トピ ー型気管支喘息児（総 lgE

値 は それぞれ2300，5000，931U ／m1 で RAST で ダ ニ 強

陽性，食物抗原 に も多項 目に 陽性を示す） の 血 清 で も

行 っ た ．

5，SDS ・PAGE （Fig．1）

　作成 した ヒ マ ワ リの 種子抗原を 5 ％ メ ル カ プ ト エ タ

ノ ール を添加 し， 5分間煮沸後，15〜25％の gradient

ge1 （第
一．・ピ ュァ ヶ ミ カ ル ズ 化学薬品株式会社，東京）

を 用 い て直流20mA で 電気泳動 した ．

6，Western　blotting（Fig，1）

　 SDS −PAGE で 泳動 され た 蛋 白を ゲ ル か ら ニ ト 卩 セ

ル ロ ース 膜 に 転写 （6eV，18時間） し，0．1％Tween

20（TBS で 希釈）で洗浄後 ， 3％ Geratin加工 TBS で

プ ロ ッ キ ソ グ した ，洗浄後患老 血 清 と一
晩反応 させ

，

再び洗浄 し
1251

ラ ベ ル の 抗 ヒ ト IgE抗体 （Pharrnacia，
Sweden ）と一

晩反応 され た 後，洗浄 し X 線 フ ィ ル ム

（Kodak）上 に 3週 間で 感作抗原分画を検 出させ た．ま

た コ ン ト ロ
ール と し て 非 ア ト ピ ー血清 （3名）お よ び

TBS を ， 患者血清と同様 に反応 させ た．

結　果

1． ヒ マ ワ リの 種子抗原 に よ る ア レ ル ギ ー
検査 （Table

2）

　 プ リ ッ ク テ ス ト の 結果 は 20倍液 で は 7 × 18／35× 35

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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1．SDS ・PAGE

　lO〜20％ GRADIENT 　GELS

　　　 （DAIICHI 　PURE 　CEMIKALS ，　Tokyo ）

　 running 　condition ：20mA 　of　constant 　current

　in　reduced 　sample 　buf［er （5％ mercaptoethanQD

2．Western　blotting

　 a ．Transfer　of 　protein　to　the　nitrocellulose

　 　 membrane 〔BiDrad ）

　　 6DV，18hrs

　 　 ←washing 　with 　TBS 　 十 〇．1％ Tweer120

　　 ← blocking　TBS 　　　 十 3％ Gelatin（1hr）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十〇．1％ Tween 　20

　 　 ←washing 　with 　TBS 　十〇，1％ Tween 　20

　b ．Incubation　with 　sera （x1 ）overnight

　 　 ← wasging 　with 　TBS 十 〇．1％ Tween 　20

　 c ．Incubation　with 　
l2511abeled

　anti −human 　20

　　 1gE 　antibody （Pharmacia，　Sweden ）overnight

　　 ← washing 　with 　TBS 十〇．1％ Tween 　20

　d．Application　to　the　X ・ray 且lm （Kodak ，　U ，SA ，）
　 　 3weeks

Table　2　Allergological　test

　 　 with 　 sunflower 　 seed

1，Prick　 test
　　　 WIV ；1 ；20

　 　 　 WIV ；1 ；10

　 　 　 negative 　COntrOl

7 × 8／35× 35 

8 × 10／35× 35mm

1 × 1／2× 2mm

　Fig．1．　 Procedure 　for　detecting　of 　major

allergen 　of 　sunfiower 　seed ．

mm （膨疹／発赤），10倍液で は 8x10 ／35 × 35mm で い

ずれ も陽性 で あっ た．

　皮内閾値 は 10
−8 （重量1容量比）と極 め て 低濃度まで

陽性を示した ．ヒ マ ワ リの 種子抗原の RAST ス コ ア は

3 （10．1PRU ／ml ）で あ っ た．また 同時 に 行 っ た 3名 の

ア ト ピ ー型気管支喘息児血 清に お い て は ，RAST ス コ

ア 0 （＜0．34PRUfml ）で あ っ た．

2． ヒ マ ワ リの 種 子 抗原 の 感 作分 画 の 検討 （Fig．2）

　SDS −PAGE
，
　Westem 　blottingで 得 られ た 結果 を

Fig．2 に 示 す．　 SDS ・PAGE で は 16本 の バ ン ドが認め

られた．患 児 の IgE は そ の うち の 13．5Kd の バ ソ ドに

反応し て い た ． コ ン ト P 一ル と して 行 っ た非 ア ト ピ ー

血 清 お よ び TBS で は反応 は 認 め られな か っ た．

考　案

　 ヒ マ ワ リの 種子に 対す る ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

の 報告 と

し て は ，こ れ ま で Noyes が 3例
1｝，　 Halsey が 2 例

2）
報

告 して い る が ， 我 々 が検索し た範囲で は ， 本邦で は報

告が な い ．報告例 と 自験例 を一覧衰 に し て Table　 3に

ま と め た ．報告例 の 症状 と し て は
， 数分 か ら数十分で

蕁麻疹お よ び 気管支攣縮や喉頭浮腫 に よ る呼吸 困難が

み られ今回の 症例 の よ うに ，低 血 圧を呈す る 症例 お よ

2．　Intracutaneous　test　（end 　point）

　 　 　 　 lO
−s

3．RAST10

．IPRU／ml （score 　3）

m ・w ・　　 　 1　 2　 3　 4　 5　 6

懿
纒 黶醺灘

　Fig．2．　Detection　 of 　 specific 　 IgE −binding　 to
extracts 　of 　sunflower 　seed 　by　SDS ・PAGE （1）and

Western 　blotting　method ，　using 　patient　serum 〔2），
non ・atopic 　sera （3−5） and 　TBS （6）．

び意識障害を きたす症例 も認 め られ て い る．総 IgE値

は 正 常 か ら高値 を 示 す も の ま で 様 々 で あ っ た が
，

ヒ マ

ワ リ の 種子抗原 に よ る皮 膚 テ ス トあ る い は RAST は

陽性 で あ っ た と報告さ れ て い る．今回 の 症例 も ヒ マ ワ

リの 種子を食べ て か ら15分後に症状が出現し，自家製

の ヒ マ ワ リ の 種子抗原 に よ る 皮膚テ ス ト，RAST の 結

果 か ら ヒ マ ワ リの 種子に よ る ア ナ フ ィ ラ キ シ ーと考え

られ た．な お，今回使用 した ヒ マ ワ リ の 種子抗原 の 材

料 は 患児 が 摂取 し た もの と同じ で ある が ，商品化の 過

程 で 生 の ヒ マ ワ リの 種子を菜種油 とパ ーム 油 を用 い て

煎 り， 食塩 ，
グ ル タ ミ ソ 酸 ソ ーダ で味つ け を行 っ た も

の で ある．今回 の 検討で は，脱脂，透析 し て い る た め

に 自家製 ヒ マ ワ リ の 種子抗原 に は 油脂 や 添加物は 混 入

し て い な い と考えられ る，プ リ ッ タ テ ス ト，皮内反応，

お よ び RAST の 結果 よ り，本症例 で は ，添加物で は な

く ヒ マ ワ リ の 種子 に 対する ア レ ル ギ ーが 存在す る と考

え ら れ た ．

　 キ ク 科 で あ る ヒ マ ワ リ の 花粉 お よ び ヒ マ ワ リか ら採

N 工工
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Table　3　Case　reports 　of　anaphylaxis 　to　sunflower 　seed

caseAgeSex Symptoms Total　IgE
（IU／mD

　RAST 　 score

（sunflower 　seed ）

　　　Scratch　or
　　　　Prick　test
（wheal 　size 　in　mm ）

tingling　lips，　itching，　abdomina 三

158Mpain ，　 angioedema ，　 broncho一 800 4 ＜ 4
spasm ，　hypQtension

211Mgeneralized 　urticaria ，　broncho・
spasm

95 2 ＞ lo

generalized 　urticaria ，　facial　anp
35   Fgioedema ，　 laryngeal　 edema ， 67 2 5 × 8

wheezingurticaria

，　 angioedema ，　 nausea ，
437Fvomiting ，　chest 　tightness，　vascu ・

lar　collapse ，　loss　of 　conscious ・ 58 4 16× 16

τ〕eSS

529Furticaria ，　facial　angioedema ND 4 8 × 10

dySpnea ，　 nausea ，　 vomiting

Pres． 11Mgeneralized 　urticaria ，　laryngea1300 3 7x18
edema ，　hypotension

れ た 蜂 蜜 に 対 す る ア レ ル ギ ー
も報 告 され て い る

が
3）4），ヒ マ ワ リの 種子 と は交叉抗原性 は 有し な い と さ

れ，花粉 の 吸入や蜂蜜の 摂取 に よ る 感作 の 可能性 は 少

な い と考え られ た ．今 回 の 症状 に つ い て は，幼 児期 に

1 度食 べ た だ けの ヒ マ ワ リの 種子 に よ り感作 され て い

て 症状 を 起 こ した の か，あ る い は 交 叉 抗原 性 を 持 つ 何

らか の 食物 の 摂取 に よ り感 作 されて い た こ とも考 えら

れ た．し か し，RAST お よ び プ リ ッ ク テ ス トで は 調べ

られた 範囲 の食物 の 種子に 対 し て陰性を示 した ．今後 ，

他の 食物と の 交叉抗原性 に つ い て は検討を要する と思

わ れ る．

　Halsey らは，ヒ マ ワ リの 種子 に 対 して ア ナ フ ィ ラ キ

シ ーを 起 こ す こ と が各種検査で 証明さ れ て い る 2 症例

が， ヒ マ ワ リ油 に 対し て は ア レ ル ギ ーを 示 さ な い と報

告 して お り， ヒ マ ワ リ の 種 子 に 多量 に 含 ま れ る 脂肪成

分 に は ア レ ル ゲ ン 性がな い と し て い る 2）．

　今回 の 我 々 の 検討 か ら ヒ マ ワ リ の 種子抗原 に お け る

感作分画 は 少な くと も13．5Kd の 蛋 白成分に 存在す る

こ とが明ら か に な っ た．しか し 1例 の み の 検討 で あ り，

こ の 分画 が major 　allergen で あ る の か，ある い は 他 に

も minor 　allergen が存在 す る か 等に つ い て は ，更に多

数例 で 同様 の 検討 が 必要 で あ る． ヒ マ ワ リ の 種子 を 食

べ る習慣は ア メ リカ に お い て み られ る が，そ の 割 に は

報告例 が 稀 で あ る こ と を考 え る な ら，
ア ナ フ ィ ラ キ

シ ー
を起こす こ とは 比較的少な い と思わ れ る．しか し ，

特発性 の ア ナ フ ィ ラ キ シ ーと さ れ た もの の な か に ヒ マ

ワ リ の 種子 に 対す る 皮膚 テ ス ト
， 負荷テ ス ト陽性 の 症

例 があ っ た と の 報告もあ る
5｝，我が国 で も近年 ， 食品 の

輸 入増加 に 伴 い ヒ マ ワ リの 種子が販売され る よ うに

な っ て きて い る た め ，今後，自験例 の よ うに ア ナ フ ィ

ラ キ シ
ー

を起 こ す症例 が増加す る可能性が考え られ ，

注 意 を 要 す る と思 わ れ る．

文　献

DNoyes ，　J，H ，，　Boyd ，　G，K ．　 and 　Settipane，　G．A ．：

　 Anaphylaxis　to　sunflower 　seed ．／．．411ergyα加 ，

　 i加 munol ．63，242−244，1979，
2）Halsey，　A ．B，，　Martin，　ME ，　Ruff，　ME ，　Jacobs，
　 F．0 ．，Jacobs，　R ．L ．　et　al．： Sun月ower 　oil　is　not

　 allergic 　to　 sunflower 　seed ・sensitive 　patient．　J．
　 ノ411e尹gy　Clin．　Immuno 乙　78， 408−410，1986。
3）Bousquet

， 」．，　Dhivert，
　H ．

，
　Clauze1

，
AM ，

，
　Hewitt，

　 B ．
，
Michel

，
F ．B ．　et 　al．： Occupational　allergy 　to

　 sunHower 　pollen．　f，　AIZergyα 勿 。　ImmunoL 　75，

　 70−74，1985，
4）Birnbau叫 J．，　Ta 丘oreau ，　M ．，　Vervloet，　D．，　Char−

　 pin，　J。，　Charpin　J，　et　a1．； Allergy　to　sunHower

　 honey　associated 　with 　allergy 　to　celery ．α 加．

　 1…妙，メltlergy　19，229−230，1989．
5）Stricker，　W ．E．，　Anorve−Lopertz，　E ，　Reed，　C．E ：

　 Food　 skin 　 testing　 in　 patients 　 with 　 idiopathic

　 anaphylaxis ，／．　Allergy　Clin，　Immunol．77，516−

　 519，1986，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseSociety  ofAllergology

700 t77  V OeR=  at 67t74iijtxm

A CASE  OFANAPHYLAXISCAUSED  BYSUNFLOWERSEED

Masako  Iwaya, Gyoukei Murakami*, Kyoko Kurose, Masatomo  Matsuno, Yoichi Onoue, Miki Takayanagi,

             Masako  Kayahara,  Yoko  Adachi, Yuichi Adachi and  Toshio  Okada

    pmartment offediatrics, Fkecully ofMledicine, 7byama Medical and  IViartnaceutical Uhaiversily

                  
*Dopartment

 ofRidiatries, Tbyama Red Cross Haspiml

   A  14 years old  boy experienced  an  anaphylactic  reaction  of dyspnea, vomiting,  urticaria  and  hypotension after

he ate  sunflower  seeds,  Specific IgE-mediated hypersensitivity to sunflower  seen  extract  was  demonstrated by skin

tests and  radioallergosorbent  test <RAST). By immunoblotting test analysis  (SDS-PAGE, Western blotting method),

the alleT:genic activity  of sunflower  seem  were  shown  to be in the MW  range  of  13.5 Kd.


